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概 要

近年,携帯端末の普及に加え,生活様式の複雑化により,連絡を取る相手の状況を予測するこ

とが困難となってきている. この流れを受け,相手の状況を知ることができる状況情報の重要性

が増しており,同時に有効性の検証も必要とされている. 情況情報を利用した研究において,受

信者側の状況に配慮したコミュニケーション方式が提案されているが,送信者側の要求や受信

者側の意思については考慮されていないといった問題がある. そこで,本稿では,最適な通信メ

ディアを選択するための方法を提案し,送信者 �受信者の意向を取り入れることを可能とした.

さらに,状況情報を通信メディアの選択資源の一つとすることにより,通常のコミュニケーショ

ンにおける状況情報の有効性を示す.

The proposal of the distributed communication supporting method by use

of situation information

Tatsuhito UCHIDA � , Mikifumi SHIKIDA �

Abstract

In recent years, the personal digital assistant has spread, and a life style is becoming complicated.

It is becoming difficult to predict the situation of the partner who contacts by them. The importance

of the situation information which can know a partner’s situation is increasing in response to this flow.

Similarly, verification of the validity of that is also needed. In research using situation information,

the communication system which considered a receiving person’s situation is proposed. However,

there is a problem that it is not taken into consideration, about a demand of a transmitting person or a

receiving person’s intention. Then, we propose the method for choosing the optimal communication

media. It made it possible to take in the intention of a transmitting person and a receiving person.

Furthermore, by setting situation information to one of the selection resources of communication

media shows the validity of the situation information in the usual communication.

1 はじめに

現在,インターネット利用者の増加に加え,携帯電

話や PDA等のモバイル端末の普及に伴い, 時間や

場所を問わないコミュニケーションが現実のものと

なった. これらの通信手段は, 企業におけるフレッ

クスタイム制のように,複雑になった生活様式にも
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恩恵をもたらしているが,連絡を取る相手がどのよ

うな状況にあるのかを推測し,相手の状況に合わせ

た通信手段を取ることは,いっそう困難になってき

ている.

このような流れを受け,今後の分散型コミュニケー

ションにおいて,相手の状況を知ることができる状

況情報は,非常に大きな役割を占めてくると考えら

れている.

以上のような背景のもと,状況情報に関する研究

が数多く行われている. これら既存の研究において,

状況情報はその特性から,連絡を受ける側に配慮し
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たコミュニケーションを行う形で使用されている.

しかし,これはコミュニケーションというものが,送

信者 �受信者という二者において成り立つものであ

ることを考えると,状況情報が限定されたコミュニ

ケーション内で使用されているという問題点を持つ.

この問題を解決するため,本稿では,送信者の要求

や受信者の意思を考慮し,これに状況情報を加える

ことによって,現時点での最適な通信メディアを提

供する手法について提案する. そして,実際に行わ

れているコミュニケーションの形を変えることのな

い柔軟なコミュニケーション支援を目指す.

2 既存の方式

過去の研究では,状況情報を利用したコミュニケー

ションを支援するための様々な方式が提案されてい

る. この章では,関連する研究の紹介を行った後,提

案されている方式の共通点と問題点について述べる.

2.1 関連研究の紹介

まず,受信者の状況に配慮したコミュニケーショ

ンを目指した研究として,スケジュール情報と PHS

の位置情報の二つの資源から状況を推測し,受信者

の状況に合わせたメッセージの動的配信を行う研究

[1]がある.

次に,受信者側が状況情報を手動で入力する方式

により,受信者側の状況に配慮したコミュニケーショ

ンを目指した研究がある. 一つに,行動者が事前に

「行き先・連絡先」を登録することにより,メッセー

ジ送信者が, WWW上に公開された行き先ボードか

ら,受信者の状況に合わせた利用可能な通信メディ

アを直接選択できる研究 [2]がある. また,携帯電話

に状況情報を入力する機能を加え,会議中などにお

ける不適切な連絡の削減を目指した研究 [3]もある.

さらに,電子メールを利用して自分の状況情報を送

信することにより,周りの人間に受信者側の状況を

知らせるシステム [4]がある.

一方,複数資源からの情報を一元管理し,統合した

後に,明確な状況情報としてユーザに提供する研究

[5]もある.

2.2 共通点

過去の研究 [1]～[4]で提案されている方式は,状況

情報を推定するための資源数が少ない点と,状況情

報を利用して,受信者の状況に配慮を行ったコミュニ

ケーションを,送信者に提供している点で共通する.

また,研究 [5]に関しては,情況情報の信頼度を高

く保つために,複数資源からの情報を使用している

点で異なるが,状況情報を単に送信者側に提供して

おり,受信者の状況に配慮を行ったコミュニケーショ

ンを提供している点で共通する.

ここでは,図 1に示すメッセージの動的配信シス

テム [1]と,図 2に示す複数資源を利用した信頼度

の高い状況情報を提供するシステム [5]について説

明する.

図 1: メッセージの動的配信システムの利用例

図 1 において, 受信者の持つ PHSからは位置情

報を,スケジュール帳からは今後のスケジュール情

報を取得している. これら二つの資源からの情報は,

ネットワークを通してサーバに送信され,状況情報

の推定に使用される. そして,推定された状況情報

を使用し,送信者が送るメッセージを,受信者の状況

に合わせて動的に配信している.

図 2: 複数資源を利用した信頼度の高い状況情報を

提供するシステム

図 2において,受信者に関わる複数の資源からの

情報を,ネットワークを通してサーバに送り,一元管
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理する. そして,それらを統合することにより,信頼

度の高い状況情報として参照者に提供している.

2.3 問題点

2.3.1 既存の方式 [1]～[4]について

� 状況情報の信頼度の低下

最大でも, PHS位置情報 �スケジュール情報とい

う二つの資源からの情報だけで,状況情報を推

定しており,一つの資源からでも情報が取れな

くなると,状況情報の信頼度は極端に低下する.

2.3.2 既存の方式 [1]～[5]について

� 送信者の要求

状況情報を用いたコミュニケーション支援にお

いて,受信者側の状況への配慮は行われている

が,送信者側の要求といったものは考慮されて

いない.

� 受信者の意思

受信者の状況情報のみによって,受信者側への

配慮を行っているため,各送信者や状況毎にお

ける受信者の意思の考慮は不十分である.

� 柔軟な対応

状況情報のみを使用して限定した支援を行っ

ているため,実際に行われているコミュニケー

ションに対応するような柔軟な支援は難しい.

3 提案する方式

この章では,既存の方式における問題点を解決す

るため,以下の手順により最適な通信メディアを提

供する手法について提案する.

1. 送信者の要求とその要求に対する受信者の振

る舞い,そして各状況毎の通信メディアの重み

付けを行う

2. 重み付けを行った 3つの基準を使用し,計算式

を用いて,最適な通信メディアを選択する

3. 最適な通信メディアを含む通信可能メディアを

送信者に提供することにより,実際のコミュニ

ケーションに対して,柔軟に対応する

3.1 最適な通信メディアの選択基準

最適な通信メディアを選択する基準として,以下

に 3つのものを挙げる. これらの項目における,受

信者の行う通信メディアの重み付けを使用し,送信

者 �受信者の意向を考慮した,最適な通信メディア

の選択を行う.

3.1.1 送信者の要求に対するメディアの評価

最適な通信メディアを選択する上で,送信者側の

要求を考慮するために使用するものである. 運用す

るシステム環境に応じて,管理者が事前調査やアン

ケートなどを使用し,送信者の要求項目を設定する.

そして, 設定された各要求ごとに, 受信者が各自の

ルールにおける通信メディアの重み付けを行う. (表

A)これを使用することにより,送信者の要求に応じ

た通信メディアの選択を可能となる.

以下に挙げる例として, 4つの通信メディアを使

用しているが,これらは受信者側の持つ通信メディ

アに依存し,受信者の設定によって変更可能である.

表 1: A・送信者の要求に対するメディアの評価 (例)

送信者の要求 Eメ IM 携電 携メ

早く連絡を取りたい × ○ ○ ○

内容の記録保存 ○ △ × △

返事がすぐに欲しい △ ○ ○ ○

気軽に送りたい △ ○ × △

返事はいらない ○ ○ × ○

添付ファイルの送信 ○ ○ × △

いつ届いても良い ○ △ × △

Ｅメ: Ｅメール

ＩＭ: インスタントメッセージング

携電: 携帯電話

携メ: 携帯電話のメール機能

3.1.2 受信者の状況に対するメディアの評価

状況情報を得る方式として,単なる位置情報だけ

でなく,より正確な状況情報［例: ビジネス、プライ

ベート等］を扱うことが出来る既存の研究 [5]の方

式を採用する. この方式による信頼度の高い状況情
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報によって求められる受信者の状況ごと［例：会議

中,移動中等］の,通信メディアの重み付けを行う.

これを使用することにより,受信者の状況に配慮し

た通信メディアの選択が可能となる.

3.1.3 送信者グループに対するメディアの評価

最適な通信メディアを選択する上で,送信者に対

する受信者側の意思を反映させるために使用する.

受信者は,各自で送信者を複数のグループに分ける.

［例：上司,家族等］そして,それぞれの送信者グルー

プに対して各通信メディアの重み付けを行う. これ

を使用することにより,送信者の要求が一方的に通

ることはなく,その送信者に対する受信者の意思を

反映した通信メディアの選択が可能となる.

3.2 選択基準の問題点と解決法

3.1.1～3.1.3の通信メディアを評価したものを用

いて, 通信メディアの選択を行うのであるが, 単に

これらを使用しても,最適な通信メディアを導き出

すことは出来ない. その理由として, 3.1.2における

「現在の自分の状況」と, 3.1.3における「送信者が

誰であるか」とは,完全に独立してはいないことが

挙げられる. ［例：会議中の上司からの電話は取る

が,家族からのは取らない］

この問題を解決するために, 3.1.2における受信者

の状況をグループに分け,その状況のグループごと

に 3.1.3における送信者グループの通信メディアの

重み付けを行う. これにより,状況と送信者の関係

に配慮した通信メディアの選択を可能とする.

以下に, 3.1.2における「受信者の状況に対するメ

ディアの評価値」をグループ分けした例として表 B

を, さらに 3.1.3における「送信者グループに対す

るメディアの評価値」を状況グループごとに行った

例として表 Cを表す.

表 2: B・受信者の状況に対するメディアの評価 (例)

各状況 group Eメ IM 携電 携メ

会議中 α ○ ○ × △

就業中 α ○ ○ ○ ○

プライベート β ○ △ △ ○

移動中 γ × × ○ ○

その他 γ ○ △ △ ○

表 3: C・送信者グループに対するメディアの評価 (例)

送信者

グループ group Eメ IM 携電 携メ

α,γ ○ ○ ○ ○

職場 β ○ △ △ ○

α,γ △ △ ◎ △

上司 β ○ △ △ ×

α ○ △ △ ○

家族 β,γ ○ ○ ○ ○

α ○ △ △ ○

友人 β,γ ○ ○ ○ ○

その他 α,β,γ △ △ △ △

通常の重み付けは×～○で行い,最重要メディア

に限り,各項目に付き 1つだけ◎の重み付けを行え

るものとする. これは,最重要メディアでの通信を,

どのような状況においても可能とするためである.

［例：3.3.3］

3.3 最適な通信メディアの選択方法

3.3.1 選択方法の概念

一般的なコミュニケーションを取る時において,

まず最初に送信者側が,連絡を取りたいという必要

性や要求を持つ. その送信者側の要求に対する通信

メディアの評価値を, 表 A より抽出する. 次に, 受

信者の状況ごとの通信メディアの評価値が,状況情

報と組み合わさることにより,表 Bより抽出される.

さらに,要求を出した送信者が誰であるかというこ

とと,受信者の状況から,表 Cより通信メディアの

評価値が抽出される. 以上より,送信者 �受信者の意

向を反映した,最適な通信メディアの選択を実現す

る.

図 3: 最適な通信メディアの選択

3.3.2 最適な通信メディアを選択する計算式

各通信メディアに対して,下記の計算式によるメ

ディアの評価値 (��)の算出を行い,数値の最も高い
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ものを最適な通信メディアとする.

�� : 送信者の要求 � � � � �

Y :送信者グループ

Z:受信者の状況

��: 表 A , ��: 表 B , ��: 表 C

��: 通信メディア iの評価値 � � � � �

n : 要求数

m: 使用メディア数

�� �

��

���
��������

�
������ �� � ���	� ��

�

本提案方式における例として,×～◎を 0～1の範

囲で数値化することにより,評価値��に� � �� � �

という範囲を持たせている.

3.3.3 選択方法の例

最適な通信メディアを選択するため,最初に送信

者が,どのような形でのコミュニケーションを取り

たいかを選び,その送信者の要求に対して受信者が

行った通信メディアの重み付けを抽出する.

● (送信者：上司)の要求［早く連絡を取りたい］

早く連絡を取りたい × ○ ○ ○

次に,受信者が各状況ごとに行った通信メディア

の重み付けを抽出する.

● (受信者の状況：会議中)におけるメディアの重

み付け

会議中 α ○ ○ × △

さらに,その送信者が含まれるグループに対して

行われた通信メディアの重み付けのうち,受信者の

現在の状況に合うものを抽出する.

● (受信者の状況：α)における上司グループに対

する通信メディアの重み付け

上司 α △ △ ◎ △

これらの段階を経て,以下のような表が作成され,

各通信メディアの評価値の計算を行う.

表 4: 最適な通信メディアの選択例

Eメ IM 携電 携メ

早く連絡を取りたい × ○ ○ ○

会議中 α ○ ○ × △

上司 α △ △ ◎ △

メディアの評価値 0.4 0.53 0.6 0.47

この例において,×～◎は以下のような値を持つ.

×: 0.2 △: 0.4 ○: 0.6 ◎: 1

3.4 運用における柔軟な対応

ここでは,本提案方式を運用する時に考慮しなけ

ればならない点について述べる.

3.4.1 最適な通信メディアの提供方法

計算式により求められた各メディアの評価値 (��)

を使用し,最適な通信メディアの提供を行う方法を

述べる. メディアの評価値が,システム環境ごとの

管理者により定められる標準値 (△の重み付けが持

つ値が適当と考えられる)より大きな値を持つもの

を,通信可能メディアとする. そして,その通信可能

メディアを評価値を用いて順位付けした後,送信者

に提供する. これにより,送信者は,受信者が最適と

するメディアと,その他の通信可能メディアを使用

してコミュニケーションを行うことが可能となる.

以上のような提供方式を取る理由として,本提案

方式によって選択された最適な通信メディアは,必

ずしも強制されるものではなく,実際のサービスと

して運用した時に,一般のコミュニケーションと同

様の柔軟性を持たせるためである.

3.4.2 プライバシーの考慮

状況情報を扱う研究において,盛んに主張されて

きているのがプライバシーの問題である.

本提案方式において,送信者の挙動として,要求を

選択するのみであることから,送信者側のプライバ

シーに関しては問題ないものとする. また,受信者

の状況情報は,最適な通信メディアを選択する基準

を設定するための要素の 1つであり,直接的に送信

者側に伝えるものではない. よって,受信者側のプ

ライバシーに関しても,保護されているといえる.

3.4.3 受信者の拒否権と送信者の緊急連絡

本提案方式を実運用する時に,受信者側に完全な

る拒否権を与える. これは,どのような重み付けが

されていても全てのメディアを通信不可能とするも

のであり, 3.4.2に加えて受信者の意思によるプライ

バシーの保護を実現させる.

また,送信者側には緊急連絡を行う権利を与える.

ここにおける緊急連絡とは,送信者側の強い要求の

みによって行われるもので,受信者の状況を考える

ことなく,通信不可能なメディア (��の値が標準値
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より低いもの) に対してでも行われるものである.

よって,送信者が選択するメディアを,最適なものや

通信可能なものに限定してしまうと,実際のコミュ

ニケーションを支援する上で不自然なものになって

しまう. そのため本提案方式では,この緊急連絡を

可能とするために,前述 (3.4.1)の通信可能メディア

に最適でないものも含むことによって選択の可能性

を広げるのに加えて,最適な通信メディアが強制さ

れないのと同様に,通信可能メディアの中から通信

メディアを選択することも強制しない.

これらにより,実際のコミュニケーションに対し

てさらに柔軟な対応を実現する.

4 既存の方式との比較

送信者の要求 既存の方式は,受信者の状況情報

のみを使用して,コミュニケーションの支援を行っ

ているため,送信者側の要求に関しては全く考慮さ

れていない. よって,送信者 � 受信者の二者からな

る,通常のコミュニケーションと比較を行うと,受信

者側に偏った,限定されたコミュニケーションを支

援しているといえる. これに対し本稿では,最適な

通信メディアを選択する過程において,送信者の要

求に対する通信メディアの重み付けを取り入れてい

る. これにより,通常のコミュニケーションと同様

に送信者の要求を考慮することが可能となる.

受信者の意思 既存の方式は,受信者側に偏った

コミュニケーション支援を行っているが,それは受

信者の状況に限定された支援である. そのため,受

信者側の各送信者に対する振る舞いなどは考慮され

ていない. 一方,本稿では,通信メディアを選択する

過程において,送信者をグループに分け,さらに各送

信者グループを状況ごとに分けたものに対して,各

通信メディアの重み付けを行ったものを取り入れて

いる. これにより,通常のコミュニケーションと同

様に,送信者と状況によって決まる受信者の意思を

考慮することが可能となる.

柔軟な対応 既存の方式は,状況情報をそのまま

送信者側に提供するものや,状況情報のみを使用し

て通信メディアの選択を行うものである. よって,送

信者が通常持っている連絡手段を選択する権利は,

受信者の状況情報によって限定される傾向が強く,

また,受信者が本来持っている連絡を拒否する権利

は考慮されていない場合が多い. これに対して,提

案する方式では,最適な通信メディアを選択する情

報源の一つとして状況情報を使用することにより,

状況情報のみに依存しない形を取ることを実現し

た. そして,受信者に完全な拒否権を与えることに

より,プライバシーの保護を行う. さらに,送信者に

は緊急連絡を行う権利を与えることにより,通信メ

ディアの選択の可能性を広げる. これにより,実際

のコミュニケーションの形を変えることなく,柔軟

な支援を行うことが可能となる.

5 まとめ

本稿では,送信者 �受信者の意向を考慮し,それに

状況情報を加えることによって導き出される,最適

な通信メディアを提供する方式を提案した.

これにより,現時点での最適な通信メディアを知

ることができるため,受信者の状況に対する不適切

な介入を防ぐことができる. また,送信者側の要求

を取り入れることによって,受信者側の状況を一方

的に送信者に押し付けることを取り除いた. そして,

送信者 �受信者の二者からなる,自然なコミュニケー

ションを支援することを実現した.

今後の課題としては,システムの実装と評価実験

を行い,状況情報の有効性を検証することである.
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